
― 施 設 案 内 ― 

 

 

施 設 案 内 

― 社会福祉法人 敬真福祉会 ― 

―障害者支援施設 風の丘― 
〒519-2181 三重県多気郡多気町相可字風子 1863-１ 

TEL 0598-38-2402 FAX 0598-38-1031 

 

―グループホーム みどりの丘― 
〒519-2181 三重県多気郡多気町相可字風子 1860-2 

TEL 0598-38-2923 

 

―グループホーム みどりの丘第 2― 
〒519-2181 三重県多気郡多気町相可字風子 1859 

TEL 0598-38-3536 

社会福祉法人 敬真福祉会 

障害者支援施設 風 の 丘 ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｋｅｉｓｈｉｎ－ｓｗ．ｏｒ．ｊｐ 

 

○伊勢自動車道 勢和多気ＩＣを降りてＲ４２を津・松阪方面に車で約 20 分 

○ＪＲ紀勢本線多気駅よりタクシーで 10 分 
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●アクセスマップ 



 

●生活介護・施設入所支援・短期入所・日中一時支援・共同生活援助事業のサー

ビスを利用するにあたっては、市町村が発行する『障害福祉サービス受給者証』

の支援決定が必要となります。 

 

●障害福祉サービスの支援決定を受けるには、市町の障害福祉課による『障害支

援区分（区分１～区分６）の認定』を受けた上で、最寄りの特定相談支援事業

所に利用を希望する福祉サービスに関する『サービス等利用計画』の作成をし

ていただきます。 

 

●サービス等利用計画に基づいて、実際に利用できる福祉サービスの支給量が記

載された障害福祉サービス受給者証が発行されます。 

 

※生活介護・施設入所支援を利用するには、支援区分４以上（５０歳以上は区分３以上）が必要です。 

１．利用者の興味や関心を拡げるため、できる限り多様な社会経験を体験してもらい、 

意欲的な生活ができるよう支援します。 
 
２．利用者の意思表示を尊重し、喜びや生きがいのある生活ができるよう支援します。 
 
３．利用者の個々の能力・特性を伸ばし、社会生活または社会復帰ができるよう支援し

ます。 
 
 
 
 

１．利用者の意思を尊重し、主体性を重んじる支援 
 
２．質の高い福祉サービスの提供と活力ある職場づくり 
 
３．地域福祉の推進と施設機能強化 
 
４．財務基盤の安定化 
 
 

 
 

 
１．障害者支援施設 風の丘 の経営 

事業の内容（生活介護５０名、施設入所支援４０名、短期入所併設型４名） 
 
２．共同生活介護、共同生活援助事業所「みどりの丘」の経営 
  定員１２名 みどりの丘（女子５名）、みどりの丘第２（男子７名） 

０１ 

０２ 

０３ 

基 本 理 念 

基 本 方 針 

実 施 事 業 

法 人 の 概 要 
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支
給
決
定
手
続
き
に
つ
い
て 

利
用
料
に
つ
い
て 

●各事業ごとに利用者負担金が発生します。サービス受給者証に記載の利用者負担上限月額（本人の

収入が非課税の方の負担は０円）に加え、食費・光熱水費・日用品費などの自己負担金が必要とな

ります。 

 

●前年度の収入に応じて、食費、光熱水費等の自己負担金に対して、施設入所支援・共同生活援助で

は『特別給付』・短期入所、日中一時支援では『食事提供体制加算』と呼ばれる、行政による一部減

額措置が適用されます。 

生活介護・施設入所支援 

施設利用負担額は、ご利用者の負担上限月額及び特定障害者特別給付費の支給額により変わります。 

詳しい施設利用料金につきましては、担当者にお尋ねください。 

 

短期入所 

施設利用負担額は、ご利用者の負担上限月額及び食事提供体制加算の支給額により変わります。 

詳しい施設利用料金につきましては、担当者にお尋ねください。 



障害者支援施設 風の丘 

■生産活動 

■創作活動 

■機能訓練等 
 

利用者の趣味・関心・能力や身体状況に応じた

機能訓練を取り入れた２つのグループ活動でサ

ービスを提供し、生活に張りを持ってもらうと

共に作業意欲の向上を図ります。 

 ■余暇活動の支援 

生活に潤いを持ってもらうためのレクリェーション（音楽鑑賞、映画鑑賞、ボーリング、カラオケ、

軽運動、ゲーム等）等の活動や美化活動、買物実習などのサービスを提供し、余暇の充実を図ります。 

 

■生活に関する支援 

昼間において、各生活ブロックで朝の視診として、健康面や服装のチェック、食事及び間食、歯磨き

及び排泄等の援助、機械入浴、洗濯物の整理、衣類管理における援助並びに相談や助言、その他必要

な日常生活上の支援を行います。（自治会活動、訪問診療・健康観察、自活訓練、診療科別各種通院等） 

 

■社会生活体験の支援 

利用者の意向に沿った外出、地域行事への参加外出や個別で実施するお伴外出、利用者で自己決定し、

実施する小グループでの各目的別旅行等のサービスを提供し、社会体験の充実を図ります。 

 

■その他の行事参加等 

佐奈・相可小学校交流会、特別支援学校現場実習、中学校福祉体験実習等 

運 営 方 針 

利用者の障がい重度化・高齢化に対応したグループ

として平成２４年度に発足し試行錯誤を繰り返し支

援内容を検討してきました。利用者の歩行訓練やリ

ハビリ的な活動（機能訓練）を通して足腰の強化を

図り、看護師による利用者個々に応じたプログラム

を作成し、看護予防に重点を置き活動しています。

また、リサイクル作業における作業工程を細分化し

て、利用者の能力に応じた工程作業の充実を図って

います。 

創作活動や生産活動について取り組む他、食事や入浴、排泄、

歯磨き等の生活全般における援助、創作生産活動、余暇活動、

趣味的活動、健康活動、機能訓練等の各種プログラムを提供し

ます。 

利用者個々の有する趣味・能力・技能等に則した作

業内容を設定し、作業を通して物を育てる意欲を養

い収穫の喜び等を体験していただいています。農場

活動グループでは、毎週月曜日から金曜日まで（木・

土日を除く）、野菜や花の生産から販売までの作業を

行っています。販売先として、多気町ふるさと村「お

ばあちゃんの店」にて販売をしています。また、地

元のバザーで販売をしたり、年に一度の風子祭でも

販売しています。 

Ｂグループ＜農業生産活動＞ 

Ａグループ＜リサイクル・機能訓練＞ 

利用者の障がい程度に応じた食事や排泄、入浴等の日

常生活の援助、健康管理や生活上の不安や悩みなどの

個別相談等のきめ細かい支援に努めます。 

夕方から夜間、次の早朝において、利用者の障がい程度

に応じた食事、歯磨きや排泄、定期排尿、入浴等の日常

生活の援助と衣食住における環境整備（日曜日のシーツ

交換等）、健康管理や生活上の不安や悩みなどの個別相談

等の充実を図ります。 

 

生活に張りを持ってもらう為、火曜日午後に書道クラ

ブ・日曜日午前に音楽クラブ・土曜日午前に華道クラブ・

よさこいクラブ・アートクラブ・レクリェーション等の

サービスを提供し余暇の充実を図ります。 

障害者総合支援法に基づく福祉体系のうち、生活介護、施設入所支援、短期入所併設型の事業を

実施します。それぞれのサービスを提供するにあたっては、明るく笑顔を持った支援を基本に利

用者の立場に立った支援や利用者の状態や意向などに応じた支援体制の整備に努め、一人ひとり

の心身の状態に応じた専門的サービスを提供します。 

 生活介護事業 

■日常生活の支援 

■余暇の支援 

施設入所支援事業 



 

障害者支援施設 風の丘 1927.73 ㎡ 

多気町相可字風子 1863-1 27271.61 ㎡ 

＜建物概要＞ 
◇敷地面積 ５０４５．６１㎡ 

◇建物面積 １８２８．７３㎡ 
◇利用定員 生活介護 ５０名 
      施設入所 ４０名 

 
＜主な事業＞ 
◇短期入所事業 

（ショートステイ４名） 
◇日中一時支援事業 
 

＜職  員＞ 
施設長       １名 
サービス管理責任者 １名 

相談支援員     １名 
事務員       ３名 
生活支援員    １７名 

看護師       １名 

【法人・施設沿革】 

 
昭和３７年 ６月 １日 児童施設として富士見台学園設立 

昭和４２年 ７月 ４日 社会福祉法人富士見台学園認可（定員５０名） 

昭和４６年 ３月３１日 富士見台学園竣工 

昭和５６年 ４月 １日 三重県心身障害児（者）施設地域療育事業開設 

平成１３年 ７月３１日 富士見台学園建替工事開始 

平成１４年 ７月 ７日 新富士見台学園竣工式 

平成１４年 ８月 ２日 法人名・施設名変更法人名 富士見台学園から敬真福祉会 

            施設名 富士見台学園から風の丘 

平成１５年 ４月 １日 三重県心身障害児（者）施設地域療育事業から 

            三重県知的障害児（者）相談支援事業に名称が変更 

            風の丘短期入所事業所開設（知的障害児２名：者２名） 

平成１６年 ４月 １日 風の丘通所併設（定員１０名） 

            相可農場開設 

平成１６年１０月１８日 自活訓練及びケアホーム棟「みどりの丘」竣工 

平成２０年 ７月 １日 松阪・多気地域障がい者総合相談センターマーベル設置 

平成２１年 ４月 ６日 第２ケアホーム「みどりの丘」竣工 

平成２２年 ８月 １日 障害者支援施設へ移行 

平成２５年 ３月３１日 松阪・多気地域障がい者総合相談センターマーベル運営を他法人へ委譲 

平成２７年１０月 １日 特定相談支援事業所プランツ開設 

令和 ４年 ３月３１日 特定相談支援事業所プランツ閉鎖 

施 設 配 置 図 

 

Ｎ 

花卉栽培 

ビニールハウス 

風の丘相可農場 790.00 ㎡ 

水耕栽培ビニールハウス 30m×

6.8m 

多気町相可字八反切 1760-1 

グループホーム みどりの丘第２ 197.50 ㎡ 

多気町相可字風子 1859 1123.96 ㎡ 

風の丘作業棟 127.64 ㎡ 

多気町相可字風子 1860-2 

グループホーム みどりの丘  134.15 ㎡ 

多気町相可字風子 1860-2  722.73 ㎡ 

●具体的な運営方針 

 

（１）基本的生活習慣の確立 

一日の生活の中で、起床、着替え、洗面、排尿、排便、食事、入浴等の身辺処理が確実に実行でき、自立的な日課として習慣化す

ることを目標とします。 

（２）職業生活、授産活動への参加 

仲間 (利用者) 同士やアシスタント (支援員、世話人)との関わりを大切にし、職場や風の丘等との連絡を密にし、職業人とし

ての自覚を促し、本人自身に取っても満足する職業生活、授産活動や日中の活動ができるように支援します。 

（３）社会生活への参加 

一般社会人として職場、地域等の行事に積極的に参加し、地域社会の生活にとけ込めるよう支援します。 

（４）経済生活 

年金や給料についても計画的な使い方を考え、小遣い帳の記帳、預金の仕方等についても自主的に行えるよう支援します。 

（５）健康管理 

①早寝、早起きの規則正しい生活を習慣化するよう支援します。 

②清掃に気をつけ、それぞれの持ち物の整理整頓を大切に出来るよう支援します。 

③自発的に入浴、洗濯を行い、身の回りの清潔に気をつけるよう手伝います。 

④栄養嗜好のバランスを考え、健康を維持する食事をとるよう手伝います。 

⑤病気異常の早期発見治療に努めます。 

（６）交通安全と災害予防 

①時間に余裕を持って通勤できるよう支援し、交通事故の予防に努めます。 

②家の戸締り、火気の点検等については管理徹底します。 

③家の夜間火災避難訓練を実施します。 

（７）余暇利用 

個人的興味を深め、又心身の疲れを癒し有意義な余暇が送れるよう手伝います。 

（８）自主活動とプライバシーの確保 

生活全般において、なかまの積極的な参加により自主的に運営できることを基本とします 

が、そのために個人のプライバシーが侵害されることのないよう注意します。 

 

居宅において、保護者等の疾病や家庭の事情により短期間の利用を必要とする障がい者等を

受け入れ、入浴、排泄または食事及び間食の援助、その他の必要な支援を行います。 

■日中一時支援 

家庭の用事・病気などにより自宅での支援が難しい時に、一時的もしくは数日間施設で障がい程度に応じた食事

及び間食や排泄等の日常生活の援助サービスや日中活動・夜間サービスを行います。 

短期入所事業併設型 

共同生活援助事業所 みどりの丘 

第１ケアホーム [設置年月日 平成１６年１０月１８日] 

みどりの丘（共同生活介護、援助事業） 

●入居定員５名  ●自活訓練２名  ●支援スタッフ２名（代換２名） 

 

第２ケアホーム [設置年月日 平成２１年 ４月 ６日] 

みどりの丘（共同生活介護、援助事業） 

●入居定員７名  ●自活訓練２名  ●支援スタッフ２名 


